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湿原散歩 

    

湖面に蓋をしたように氷が張り、その上を雪が舞う。 

  冷たい季節風が途切れることなく吹き抜け、足元の氷も悲鳴をあげるように音を立て、背後の枯

れ草は騒がしく揺れ、可憐な花を咲かせていたころの姿を思い出す。 

夕映えの陽射しは丘をオレンジ色に染め、師走の空には月が震えるように輝いている。 

月に向かって投げた雪玉は大きく弧を描きながらやがて湖面に落ちて砕け散った瞬間、風が何処

かへ運んで行った。 
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コッタロ川と湿原のほとりから 

198 1２月のコッタロ湿原便り 

                           コッタロ在住．中本 アキ子（文） 中本 民三（写真） 
 

“ラニーニャに右往左往の師走哉”季節がひと月遅れで巡ってきた為に，とんでもなく穏やかで暖

かな 12 月の始まりでした。そこへ突如の暴風雪。６日朝に冬への扉が開かれたのです。一気に二桁

台の氷点下（－15℃），加えて本格的な積雪は 20㎝余りのドカ雪で，これが根雪となりました。 

ところが，除雪々々でほとほとくたびれた老体への御ほうびもあって，なかなか捨てたものではな

く“雪嵐途絶えて銀河冴えわたる”空を見上げてうっとり。 

夜が明けると今度は我が家をとりまく山，湿原，河畔林に咲いた霧氷の華が，えも云われぬ景色を

かもし出しているではありませんか。毎年訪れる風景ではあるものの，やはり，これらへの感動はか

くしきれません。 

それでもここに移り住むこと早ふた昔余り経った今，“住み替えて 22度目の師走なり，手綱引きし

め，我身引き締め”て生きねばなりますまいね。いまだかつて，ただの一度も大病を患ったことがな

いのが幸いしてか，シワくちゃお札のようになり乍らも順調に年を重ねており，死ぬ迄生きるほかご

ざいません。しかも楽しく，面白くをモットーに！！ 

さて，いよいよ大地の凍上が進み，川面の結氷もじわじわと岸辺から始まっているようですが，今

季は未だ，いつものウグイが見られず，“群来（くき）ウグイそ上待たれる師走哉”と云ったところ。

例年 11 月下旬頃から徐々に増えて氷の下にわんさか動いているのですが・・・・。目まぐるしく変

化した天候のせいか，魚影一つ見つけられません。 

ところで，本日（10 日）朝の気温－３℃は，意外にも暖かく感じられ，“日の出前霧氷の原野沈黙

す”を眺めていると，真白きしじまに埋もれた家にいて外を飛び交う赤ゲラ達の活発な様子に，おと

ぎ話の２つや３つ，浮かんできそうな気がしてくるのも面白いでしょう？ 

2016年も残すところ 20日余りとなりました。どうぞ皆様よいお年を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コッタロ川と湿原のほとりからは、 

今月が最終回となります。 

長い間ご愛読ありがとうございました。 
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湿原の住人たち その１８９                           トビ 

 童謡“とんび”でもおなじみのトビは、タカの仲間で、

翼を広げると大きいものは 160㎝程になります。カラスと

ともに自然界の掃除屋さん的存在で、動物の死骸や生ゴミ

なども食べます。身近な野鳥すぎて他の猛禽類に比べると

観察会での人気はいまいちですが、上昇気流にのって空高

く舞い上がり、輪をかくように飛び、尾羽で舵をとる姿は

見ごたえがあります。ピーヒョロヒョロの鳴き声が聞こえ

たら、三味線のバチのような尾羽をじっくり観察してみて

ください。 

 

 

自分好みのリースを作りました。 

 12月３日、クリスマスに向けてリース作りを行いまし

た。土台のツルウメモドキにハンノキやカラマツの実、

どんぐり、オニグルミ、オオウバユリなど周辺で見られ

る素材と好みの材料を組み合わせてホットボンドで接

着しました。初参加の人は配置を考えて慎重に、親子の

参加者は素材選びから貼り付けまで相談しながら、リピ

ーターは前回の反省を踏まえて作っていました。和やか

な雰囲気のなかで、創造力あふれる素敵な作品が出来上

がりました。玄関のドアや室内に飾ってクリスマスを待

っていることでしょう。 

 

 

 

つぼっちの塘路周辺うろうろ日記 Vol.９5「ついに雪降る塘路湖の冬」 

 例年よりも早い塘路湖の結氷に続き、ついに湖

上に雪が降り積もりました。湖岸際にわずかに見

える開氷面と，動物の足跡しか残されていない一

面の銀世界を見るたびに本格的な冬がやってきた

事を感じます。 

 そしてこの時期は塘路湖の御神渡りが出来る時

期でもあります。御神渡りは放射冷却現象とその

後の寒の緩みなどで、湖水に対して寒暖差が大き

くなると出来始めます。塘路湖では元村とカムイ

崎の２か所に現れますが、気候状況によりできな

い年もあります。今年は早い時期に湖面の氷が雪

で覆われてしまっているので、このまま降雪が続

くと雪が断熱効果を生み、湖氷への寒暖差が小さ

くなる事で、美しい御神渡りは見れないかもしれ

ません。普段は 12月下旬ぐらいより姿を現す塘路

湖の御神渡り。この後のお天気次第です。 

 坪岡 始（標茶町郷土館学芸員） 
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１月の行事カレンダー 
各行事とも事前の申込が必要です                   

連凧を作って揚げよう 

［日時］１/７ (土) １０：００〜１２：００  

［定員・参加料］１５名・１００円                

［持ち物］長靴・手袋・帽子、防寒着。凧に描く文字や図案など。 

［集合場所］塘路湖エコミュージアムセンター 

 ＊干支のとりやキャラクターなどの絵を描いて、連凧を作りましょう。 

凧ができたら、新年を迎えた釧路湿原の空に揚げてみましょう。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 塘路湖エコミュージアムセンターまで ℡ 015-487-3003 

 

厳冬の湿原ハイク 

［日時］１/１５ (日) １０：００〜１２：００  

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪申し込み問い合わせは 温根内ビジターセンターまで ℡ 0154-65-2323 

 

塘路湖・シラルトロ湖・コッタロ湿原周辺の自然情報  

 

【 植物 】(11/19)フッキソウの実.オオウバユリの実 (11/30)キハダの実.イケマのタネ (12/14)カンボクの実  

  

【 鳥 】(11/18)オオワシ.カワアイサの群れ.オジロワシ.カワセミ.マガモ.ホオジロガモ.ヒヨドリ.セグロセキ

レイ (11/19)ヒシクイの群れ (11/20)オオバン (11/25)オオハクチョウ.ユリカモメ.キバシリ.タンチョウ 

(11/27)氷上に立つアオサギの群れ (12/13)コゲラ  

 

【その他】(11/19)ユキムシ (11/26)氷の張った湖面から聞こえる音（塘路湖） (12/12)キタキツネ.エゾユキウ

サギの足跡 (12/13)標茶町の最低気温氷点下 16.7 度を記録 

 

 

■スノーシューの貸出（無料）をしています。塘路湖畔歩道、フィトンチッドの森コース限定での利用と

なります。（フィールドの状況によって貸出出来ない場合もあります。） 

 

＊退職の挨拶＊ 私事ですが 12 月をもって退職することになりました。みなさんに育てられここまでや

ってこれました。お世話になり、本当にありがとうございました。これからも一人の湿原ファンとして散

策しますので、見かけたら声をかけてくださいね。        （塘路湖ＥＭＣ指導員 牛崎方恵） 

 

◆日出・日入時間 12/15(6:46,15:49).1/1(6:54,15:58).1/14(6:51,16:12)  

                                                                                          

釧路湿原国立公園  

塘路湖エコミュージアムセンター あるこっと 

〠088-2264  北海道川上郡標茶町塘路原野 

TEL:015-487-3003 FAX:015-487-3004  

E-mail:emc@hokkai.or.jp 

開館時間 10：00〜16：00（4 月〜10 月は 17：00 まで） 

        休館日:毎週水曜日 12 月 29 日〜1月 3 日    入館無料                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            
エゾユキウサギの足跡 
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